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poliomavirus に属し，アカゲザルより分離された Simian 
Virus 40(SV40)はその遺伝子配列において 70%が保存さ




















られていない．本研究では Lemuridae の 4種(Eulemur 







Eulemur macacoと Eulemur fulvusは中央に位置し，この
結果から，Eulemur macacoと Eulemur fulvusの頭骨の形
状は良く類似していることを示し，次に Lemur cattaは











































（Inoue et. al. American Journal of Medical Genetics Part B 
2007,Volume 144B, Issue 3 p 332-340）．このプロモーター
領域には 33ｂｐの繰り返し配列が存在するのだが，ヒ
トだと 1,2,3リピートの polymorphismが存在し，統合失
調症の患者さん群のみ，3リピートの genotypeを持つ方
が見つかった（健常者の 95％以上が 2リピート，まれ
に 1ピート）．このリピートには転写因子結合領域が存
在し，リピート数が増加することによりは Syt11のプロ
モーター活性を増幅される．一方マウスにおいてはラボ
マウス，ワイルドマウス（三島の遺伝研から頂いた）と
もに 1リピート相当（ヒトと 90％以上相同性ただし
34bp）のものしか検出できなかった．ラットも同様であ
った．そこでこの“リピート”がヒト特異的なものなのか，
それとも霊長類特異的なものなのか見極めるため，
GAIN（大型類人猿情報ネットワーク）サンプルおよび
霊長類研究所所属する 5人のチンパンジーの血液サン
プルを用いて遺伝子解析を行った．その結果，調べたチ
ンパンジーサンプルゲノムはすべて 33bpを 2リピート
持つことが分かった．さらに GAINサンプルで調べた結
果，この genotypeはゴリラでも保存されているがオラウ
ータンになると 34bpが 1リピート（塩基配列はラット，
マウスとは異なる）となっており，この 33bpのリピー
トはヒト科の限られた種にしか存在しないことが分か
った． 
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チンパンジー幼児における対象の動きの因果的認
識について実験的に調べた．PCモニタに，2つの対象
（チンパンジーの全身の写真の切り抜き）が随伴的（一
体がもう一体を追いかける）あるいは非随伴的に（2体
の動きに時空間的関連性がない）動く映像（それぞれ 8
秒）を提示し，被験体の注視時間を分析した．前年度の
実験において，抽象図形による同様の映像を呈示した結
果，チンパンジー幼児は随伴的事象を一貫して選好した．
より社会的な刺激事象に変えたことが，被験体の注視反
応に影響するかに注目した．被験体はパル(6歳)であっ
た．パルには，随伴的／非随伴的事象のいずれかが 1試
行につき 10回提示され，6－8回目の提示から対象の配
置を入れ替えた．このとき，随伴的な映像では因果的役
